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る貢躍性昨ィさにご まま。
女献担の すす年総今ら頑ざ
性。で当さ。01合後に張い
はき大ら月対は安りま

、

サ安
イ全バをー守空る間たのめ

に

代表取締役株式会社臣大務総

奈
BLUE 

な

佳
か

田
だ

篠
のし

子聖田野

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
ティ

特
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サ潜
イむ
バ脅ー威空
間
に

サ
発生
イバ
し
ー
て
攻撃
おり、
に
サ
よる
イ
個人情報
バー空間の

の
脅威
流出
が
、
増大
重要
し
イ
て
ン
い
フ
ま
ラ
す
の
。
停止などが

関
こ
す
こ
観測

る
数年
通信

約
を
で
行
10

が

っ
サ
急増

年前
て
イ
い
バ
し

か
ま
ー
て

ら
す
攻撃
い

が

ま

、
に
す。

近年
対象
は
にも

IoT
なっ
機器
てお
の
り、
普及
早急
が著
な
し
対策
い一方、
が課題

サ
とな
イ
っ
バ
て
ー
い
攻撃
ます
の
。

サイバ
事
ー
例
攻撃

サイ

通

バ
関
信

ー
す
状

攻
る
況

撃に

I
サ
o
イ
T
バ
機
ー
器
攻
へ
撃
の

【

を
の

2
参考
0
超
シ

16

ス
え
年

テ
る

】「
1

ム
IoT
0
Mirai
月

に
機
に

対し

」

器
米

て

に

が
国

大量

よ

マ
で
る

ル
発

の
ウ

DDos
生
ェ
通信

し
ア
た
攻撃

に
が

DDos
感
行
染
わ
し
れ

攻
、
ま

撃

し
そ
で

た
こ
は

。
か
、
ら

1
Dyn
0万
社
台

■ NICTERで観測したサイバー攻撃の内訳（2016年）

■ NICTERで観測したサイバー攻撃に関する通信状況
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S
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o

話

ト
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ベ

ペ

攻

攻

攻

攻

s

を

ロ

っ

攻

ー

探

ー

撃

撃

撃

撃

グ

た

ジ

ス

撃
索

イ

を

攻

を

の

ン

撃

下

を

調べ）
その他

（
I

64%

o
Web
T機器
カメ
を
ラ
狙
、
っ
ル
た
ー
攻撃
タなど）
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て
い
る
メ
ー
ル
、

販
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

私
た
ち
は
実
空
間
だ
け
で
な
く
、
サ
イ

バ
ー
空
間
も
自
由
に
行
き
来
す
る
こ
と

で
、
よ
り
豊
か
な
生
活
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

（ ッ
　

増
加
な
ど
に
よ
り
、
サ
イ
バ
ー
空
間
の

脅
威
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
国
立
研
究

開2攻1で機の
　

私
た
ち
が
日
々
の
暮
ら
し
で
利
用
し

N トし
か
し
、
近
年
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の

0撃2 発I10器22
に1に8をを0 法C よ61 関狙占1 T 人 っ年億っめ6 ）す
て情にでたて年 る の 支観あ攻い 報通0

観撃ま え

サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
多
い
の
は
、

カ
メ
ラ
や
ル
ー
タ
な
ど
の

1
S測り月 通信 Nさ、です ら測に パ S信2。
、
ネ
ッ
ト
通

れあ れは にケ0Iり、 て研た
よッサ1o、ア い究イト3約メ まるWT 機（ バ数年e すと3リ ※ 構ーは比

倍
近
く
増
加
し
て
い
ま
す
。
特
にb分カ 。、）

でイ
バ
ー
攻
撃
が
発
生
し
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
サ
ー
ビ
ス
に
大
き
な
影
響
が

出セ
　

Iまキ
す
。

oしュ
Tた

。
リ

機テ
器こィ

の を対
サ策 踏
イが みバ十 台ー分 に攻で し撃な た

サは
、

く
、

簡
単
な
Ｉ
Ｄ
や
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
用
し10

て
い
た
た
め
に
感
染
し
て
し
ま
っ
た

万
台
以
上
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
が
悪
用
さ
れ

た
こ
と
で
発
生
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
は
今
後
も
さ
ら
に
増
加

す
る
と
予
想
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
標
的
と
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
に
対
し
て

早
急
に
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
、
今
後

も
同
様
の
被
害
が
発
生
し
、
社
会
経
済

活
動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね
ま

せ
ん
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
今
、
私

た
ち
に
と
っ
て
、
喫
緊
の
課
題
な
の
で

ト
ノ

セ
Things
※

車

状態
に
が

ン
な

「

イ

サ

接

ど

の

I

ン

n

ー
」

様

続
こ

te

タ

、

と

r

々

さ

の
家電、

ー

n
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e
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な
ネ
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行為。
称
ウ

か
に

し
イ

ら
あ

フ
日
米国
金融庁
東京五輪組織委
ウ

米国
く
世界各国
な

i.JTB

た
ル

く

一斉
る

ど

ク

ラ
本年金機構

電

な

ス

文書

ン

ラ

の

の

の
る

の
子

の

に

イ

ス

障害

メ
よ

な

人事管理局
の

職
Dyn

ナ

大量
な

の

ー
う

ど

注意喚起

（

ど

員
の

な

テ

ル

が

の

の

ア

社
が

の

レ

有害
を

電

発生

障害

フ

メ

ビ
の

送

デ

の
利用
力

ァ

リ

り

ー

ネ

な

職

サ

員

イ

会社

カ

つ

が

タ

ッ

ソ

ル

ー

を

員
が

会

す

ト

、

を

け
フ

発生

が

バ

装

が
ワ

る

ト

不正

の

特定

た

イ

の

暗号化

が

ウ

っ

ー

り

利用

端末

ギ

ホ
シ

ェ

た

、

ク

大規模

リ

ー

の

ス

に

ア

フ

ス

偽

ム
テ

宛先

が

TV

す
ア

の

ィ

さ

の

、

ペ
ム

る

マ

ク
ッ

5

れ

総称。
電

ロ

 Monde

シ

が

端末

ー

に

セ

ル
な

、暗号解除

シ

子

ン
ジ

送

ス

マ
ウ
DDos

メ

ア

さ

り

グ

ェ

へ
ル

が

ー

（※

、中国

つ

れ

ア
ウ
の

ル

マ
が

け

、政府職

ェ
に
攻撃

サ

か

ル
サ

、宛先

2

ア

ら

感染

イ

ウ
イ

）

の

（※

偽

に

サ
バ

お

ェ
バ

た

の

イ

感染
ー

し

よ

ア

め

ー

ト

（※

の

ホ

サ

び

、

攻撃

3

に

攻撃

員
を

サ

ー

）

し

日

イ

金銭

パ
を

利用
の

ム

ー

1

、停電

本

ス
受

に

バ
を

バ

ペ

個人情報
）

を

な

に

ポ

よ

け

な

ー

し

受
ー

要求

ど

り

ー

ど

ジ

感染

、同社

て

け
攻

ト

を

）

、約

に

が

、

、放送

で

動作不能

番号

す

接

撃

口座番号、

し

発生

ラ

る

が

続

、年金加入者

ン

12

事

コ

の
を

さ

流

サ

ン

時間閲覧不能

サ

せ

が
例

含

出

ピ

ム

た

ー

に

一時中断

む

ュ

の

ウ

り

ビ

す
ー

個人情報

ェ

す

内

パ

ス

る
タ

る

ア

ス

ウ

の

攻撃。

容

（※

な

イ

ワ

提供

ど

に

ル

ー

の

関

ド

ス

4

が

方

）

を

。

す

、

の

流

法

受

第二認証

る

感染被害

で

出
け

情報約

、

し
て

ク

た
い

レ

可能性
た

ジ

な

125

ッ

企業

が

ど

ト

発生

カ

の

万件

ー

の

情報

ド

し

サ

番

が

、企業

ー

を

号

流

ビ

だ

な

出

ス

ま

ど

に

し

の

内

と

ア

重

の

ら

ク

要

シ

れ

セ

な

ス

る

ス

個

テ

お

し

人

ム

そ

に

情

れ

停止

報

パケット数（億）

（
よ

攻撃

撃
国

国
通

NICTER
る

か
の

信
立

ら

サ

が

観

研
研

日

イ

行

測
）

究

本

究

わ

バ

の
で

に

機

れ

開

ー

様
対

の

て

構
発

攻

し
子。

い

サ

（
法

て

撃

ま

イ

NICT

サ
す

人

観

世
バ

イ
。

情

測

界
ー

）

バ

網
攻
各

報
に

ー



Ｉｏ
Ｔ
セ
キ
ュ
リ
ティ
総
合
対
策

「「 　
ォ電月取

　　　
す サI 総ー機にりる イo

務ス大は府 組 バT 省」学、省 ー（む 学Iセ で庁 セ座べ 長oキ はと キ）Tきュ連 平ュ
長
：をにリ 成リ安 29開関題テ
テ田

テ
ィ
対
策
の
総
合
的
な
推
進
に
向
け
て

課

を
取
り
ま
と
め
、
公
表
し
ま
し
た
。

同
総
合
対
策
で
は
、
①
脆
弱
性
対
策

に
係
る
体
制
の
整
備
、
②
研
究
開
発
の

推
進
、
③
民
間
企
業
な
ど
に
お
け
る
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
促
進
、
④
人
材
育

成
の
強
化
お
よ
び
⑤
国
際
連
携
の
推
進

の
５
つ
の
観
点
か
ら
、
具
体
的
な
施
策

を
整
理
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
推
進
に
際
し
て
は
、
進

捗
状
況
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
必
要

に
応
じ
て
随
時
見
直
し
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

総
務
省
と
し
て
は
引
き
続
き
、
関
係

携
し

安
心
な
Ｉ
Ｃ
Ｔ
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

年
１
月
よ
り
、

催すをィつ ィ
　

タ浩
し
、

る総整
合理

つ
、

ス
　

同
セ
キ
ュ
リ

対安
ク東年し
フ京01策た

　
」

全
・

研究開発の推進

人材育成の強化

セ
民
キ
間
ュ
企
リテ
業
ィ
な
対
ど
策
に
の
おけ
促
る
進

国際連携の推進

脆弱性対策に係る体制の整備
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イ

を
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・

ィ
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実施

相談窓口

を
・

含

が

ネ

確保

る

要

バ

推奨
デ

ッ

む

簡

フ

ェ

ト

件
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の

の

を

イ
ザ

）

ァ

易

す

ッ

を

の
ト

導入
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促進

イ
・

と

す

ー

る

に

満

ク

境
ウ

ン

よ

る

、対策

ム

デ

や

た

そ

た

ソ

を
界

の

ェ

な

こ

す

ウ

び比較サ

め

ザ

、

し

の

と

進

ど

フ

ェ

イ

考

上

る

脆弱性

の

て

脆

を

イ

な

ア

め

ト

え

取組

に

が
セ

い

ど

確認

弱

る

ン

の

方

の開発

セ

く
キ

る

不十分

に

仕組

性

ア

を
な

キ

り

の

ュ

つ

が

IoT
で

を

ッ

踏

ュ

リ

イ

ど

検討。

い

見
プ

き

チ

ま

テ

ア
み

ト
機

の意識啓発

て

る

ェ

つ

な
な
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え

ィ

の
ゲ
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仕組

る

な

イ

る

い
た

じ

へ

構築

ソ

を

i

・

ど

認

設定

、意識啓発

の

機

の

フ

た推奨

み

設

支援の実施

ト

証

の設置

関係機関

器

対応

に

づ

置

を

マ

の

に

つ

く

す

開

ー

り

認

い

3

の

る

発

ク

（機器

点

て

証

検討。

取

し

の

を

検討。

と

マ
・

て

組

付

中心
調整窓口

ー
支援

配

に

与

の

ク

布

つ

と

や

を

脆弱性

を

し

す

い

、

付
実施。

た

る

て

比

与

利用者
の

取

実

し

較

に

設置。

組

証

、

サ

係

や

を

当

イ

る

へ

ト

進

、

該

接続試験

な

の

め

脆

認

ど

る

意識啓発

弱

を

証

と

性

通

マ

と

を

じ

も

ー

を

た

調

に

ク

行

利

が

の

査

、

う

実

用

付

テ

セ

す

し

タ

ロ

テ

に

み

　

普及

公

●情報連携投資等

年度

●公衆無線

　

●
　
組

　

　

上

「

「

、必要

ボ

ィ

を

連
つ

で

の
民

一

衆

セ

セ

ッ

情報開示分科会

公

対

構

い
携

あ

に

に

重

定

無

間

ト

キ

キ
衆

策

て

築

る

・

な

必要

創設

の

線

要
企

ュ

ュ

し

こ

、

な

の

無

ど

利
サ

課
業

リ

リ

LAN

て

と

そ
の

対策

情

線

イ
活

な

す

な
題

テ

を

い

テ

れ
導

バ

る

報
方策

ど

用に

と

LAN

前

き

ィ

に

に

ィ

ー

こ

に

入

LAN

し
が

開

ま

お

対策

提

必

と

確保

セ

つ

て

に

サ

す

に

よ

セ

示

け

と

と

キ

要

い

取

対

イ

り

」

つ

。

し

キ

し

る

に

ュ

と

て

り

す

バ

に

、

の

て

を

セ
ュ

い

つ

に

リ

関

な

の

検討

組

る

リ

ー

い

開催

キ

て

生
テ

係

つ

る

す

関
テ

む

税

セ

ま

促進

ュ

ィ

検討

シ
産

、
る

る

リ
ィ

こ

し

す

キ

制

す

対

し

ス
性

課
民

テ

と

情報開示

分

て

ュ

。

、

優

し

策

テ

る

を

ィ

が

間
題

に

い

リ

科

あ

て

ム

が

遇

検討

上

向

を

テ

ま

有

企
く

会

い

係

や

講

措

の
す

ィ

ま

上

整

利

業

ま

」

じ

、

る

置

で

対

課
。

さ

と

理
す

ら

の

を

セ
を

任意

せ

税制

策
な

題

し

れ

。

の

セ

ン

開

平

る

を
る

を

、

た

キ

サ

促進

催

成

取

経
仕

整

の

そ

デ

ュ

ー

し

30

組

理

取

営
組

の

ー

リ

・

、

サイバー攻撃誘引基盤（STARDUST）イメージ

ライフサイクル全体を見通した各段階での対策

製
設
造
計
段
・
階

販売段階

設置段階

利用段階

保
運
守
用
段
・
階

脆弱性調査の実施

新
演
た
習
な
プ
手
ロ
法
グ
の
ラ
サ
ム
イ
・
バ
教
ー
育
攻
コ
撃
ン
に
テ
も
ン
対
ツを
応
開
でき
発
る

若手セキュリティイノベーターの育成東京大会に向けた人材育成

I
適
oT
切
機
な
器
対
の
策
脆
が
弱
必
性
要
に
と
つ
なり
い
ま
て
す
は
。
、機器のライフサイクル全体を見通した対策が必要であり、各段階において、

る
キ

　

整
ュ
知
N

備
リ

I

し

C
見
テ

T

て

を
な

ィ
い

深
ど

技
き

め
に

術
ま

、
よ

を
す

る
産
獲
。

研

（

業
得

究

N

競
す
IC

開

る
争

T
と

発

に

力
い

を

よ

を
っ
る

通
高
た
研

じ
め
好

て

究

る
循

、
こ

開
環
と
セ

発

に
が

キ

の

よ
ュ

生
取

り
リ

み
組

、
テ

出
は

ィ
更
さ

技

1

に
れ
1

術

ペ
る
新
に

ー
環
た

ジ

関
な
境
）

す
セ
を

（

ン
の

　

N

グ
育

平

IC

セ

T
成

成
ン

に
に

2
タ

よ

9

取
ー
年

る
り
に

人

４

組
お
月

材
ん
い
に

育
で
て
N

成
お
、
IC

り
の

T
N
、
取

I
に
C
今
T

組

組
の
後
は

織
研
も

し

10

究
取

た

、

資
組

ナ

1
を

シ

1

産

ペ

ョ

強
を

ー

ナ

化
活

ジ

ル

し
用

）

サ

て
し
イ

い
た
バ

き
様
ま

ー
々
ト

す
な
レ

。
人
ー
材
ニ

キ

い

人
S

　

不
　
習

h
く

ュ

（

サ

A
可

材
a
こ
r

S

リ

i

イ

C

欠

の
n

E

と

テ

Y

g

A

バ

と

で

D
育
 

N

ィ

a
し

E

ー

す

n

各

の

成
R

て
d

空

）

。

 

確

国

支
A
い

な

間

n

保

ま

援

に

a

ど

に

l
す
y

の

や

お
の

s

は

i
。

た

s
、

け
海

 

国

C

め

国

る
外

e

境
に

n
際

実
展

t

が

e

は

r
的

践
開

）

な
、

な
を
的

間

い
国

通
I

た

の

サ

S

際

じ
A

め

連

イ

C

連

た
（

、

携

バ

携

セ
I

サ

を
n

ー
キ

の

f

イ

推
o

防
ュ
r

推
バ

m
進

リ
御

a

進
ー

し

テ
ti

演

が

o

セ

て

ィ
n 

有

　
当
　ま
す

I
該
o

た

T

る

機
機

、
仕

器
器

I
組
o
の
T

の

み

所
機

調

を

有
器
構

査
者
の

を

築

・
製

実

す

運
造
る

施
用

こ

し

事
と

者
、

業
と

・
脆

者
し

利
弱

て
な
用
ど
い

性

が
ま

を
者

す
脆

持
へ

。

つ

弱
注
性
意
IoT

に
喚
機

迅
起
器

速
を
が
実
に

発

対
施
見
す
応

さ
る
す

れ
こ
る

た
と
こ
と
場

と
し
を

合
て
可

は
い
能

、
ま
と

イ
す
ン

す
。
タ

る

ー

た

ネ

め

ッ

、

ト

I

サ

oT

ー

機

ビ

器

ス

の

プロ

脆

バ

弱

イ

性

ダ

情

（

報

IS

を

P）

関

な

係

ど

事

の

業

協

者

力

間

の

で

下

共

、

IoT機器

情報共有プラットフォーム

・
・
③機器
一
安
定
全
の
な

の
セ
Io
キ
T

認証

機
ュリ
器
テ
の
ィ
使
要
用
件
の
を満
推
た
奨

IoT

し
、
た
普

機器

Io
及
T機
の

メ

促
器

ー

の
進

カ

認
。

ー

証。
経
総
済
な

務
産
ど

省
業
、
省 連携
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①
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国イ
民ンタがー安ネ心ッ
しト
てを

使
う
た
め
に

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
ティ
分
野
で
の
さ
ら
な
る
活
躍
に
向
け
て

国
民
が
安
心
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
総

務
省

ュ
リ
テ
ィ
サ
イ
ト
」
を
開
設
し
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
潜
む
危
険
性
や
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
関
連
の
制
度
・
技
術
と
い
っ
た

基
礎
知
識
、
一
般
利
用
者
や
企
業
・
組

織
の
対
策
に
つ
い
て
情
報
発
信
し
、
国

民
に
広
く
周
知
す
る
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

当
サ
イ
ト
に
お
い
て
は
、
国
民
に
広

　
く
普

に
利
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
、

「
Wュ

　
ニ庭

ア i は
、

及ル
しF

-

」 「てi 国い利 民る用 の

や
「
W

Wi 者 たi向

-

めF
のF

-

けi
情i簡提
報を易供
セ安マ者
キ全ニ向

け
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
手
引
き
」
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
Wュ内

アや i-ル外
F 」出
iで先
利で

の 用
者

は
、
WW
ii 向
けF

-

F

-

簡ii
易に
マ関

す
る
基
本
的
な
知
識
や
メ
リ
ッ
ト
、
家

使
用

　
巧
妙
化
し
て
お
り
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
の
確
保
は
、
国
民
生
活
や
社
会

経
済
活
動
の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
社
会
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
向
上
の
た

めュをるる
　

Ｂ株Re 近そ、リ有「総今Ｌ式c 年
、

こ現テすサ務年Ｕ会r
で
、

場るイ大度社u ィＥ
サの対だバ臣は代ラit 最

な
る
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
者
を
表
彰
す

ー奨

他
薦
に
よ
り
様
々
な
分
野
で
活
躍
さ
れ

て
い
る
個
人
・
団
体
か
ら
応
募
が
あ
り

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
有

識
者
に
よ
る
選
考
の
結
果
、
株
式
会
社

ッ

れ
ま
し
た
。

イ総応け2表 励 バ務前をでセク

 

取C

-

賞 線行なキ研 ー省締S 」究I 攻はでいくュを役員R 撃昨サ、、リ創
　　

T が年
、

イ優今テ設篠外が 複バれ後ィし田谷受 雑組ーたもにま佳渉
化
・

織
・

セ功さ関し奈賞氏 キ績らすた、 。

回
目
を
迎
え
、
自
薦
・氏さ

、 、

月
１
日
～
３
月

（
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
月
間
（
２

　
内
閣
官
房
内
閣
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
と
総
務
省
が
主
催
で
、
３

月省N 18
日
（
サ
イ
バ
ー
の
日
）
に
、
各
府

庁A
対T

I 抗O サN
18イA
日
）
の
行
事
と
し
て

バ L
ー31 攻8 撃（

C 対Y処B
訓E
練R

）

E
K
I

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
訓
練
で
は
、
マ

ル
ウ
ェ
ア
感
染
端
末
や
不
正
な
外
部
通

信
先
、
窃
取
さ
れ
た
文
書
の
特
定
な
ど

の
標
的
型
攻
撃
に
お
け
る
イ
ン
シ
デ
ン

ト
対
応
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
総
務
省
が
総
合
優
勝
を
果
た

　
し
、
菅
官
房
長
官
よ
り
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。

D
E

）
を
２
０
１
５
年
よ
り

N

、

時
の
注
意
点
、
具
体
的
な
設
定
方
法
な

ど
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　
「
W

リW
テi

iィF

-

F

-対i
i策を

提 提の供 供手す 者引る
向きに
け」あ
セたでキっ
ュは

、て

必
要
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
提
供
し

て
い
る
W
i
F

-

i
が
悪
用
さ
れ
た
と

き
の
対
応
な
ど
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い

ま
す
。

　
「
S
E
C

ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
協
会
が
、
実

践
的
な
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
人
材
の
発

掘
・
育
成
を
目
的
に
、
２
０
１
３
年
よ

り
開
催
し
て
い
る
コ
ン
テ
ス
ト
形
式
に

よ
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
競
技
大
会
で
す
。

昨
年
は
、
総
務
省
事
業
「
２
０
２
０

　
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
開
催
に C向 Oけ N

」た
は
、

サ
イ
バ 日ー 本演 ネ習 ッ」

と
連
携
し
た
「
サ
イ
バ
ー
コ
ロ
ッ
セ
オ

×
S

歳
以
下
の
若
手
人
材
を
対
象
に
、
攻
防

戦
形
式
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

今
年
は
、
総
務
省
事
業
「
ナ
シ
ョ
ナ

　
ル
サ
イ
バ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
構
築
」
に
お
け
る
若
手
人
材
育
成
プ

ロ連S
グ携E

す
。
C Eラし
C Cムた

「「O CSSN Oee Ncc
」HH aa をcc 開kk 3 催3 6 し
、

6 5
」5

30と×

」
の
開
催
を
検
討
中
で

【Wi-Fi使用時の注意点】【Wi-Fiの安全な利用を確保するためのセキュリティ対策】

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
総
務
大
臣
奨
励
賞

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
関
連
イ
ベ
ン
ト

「セ
キS
ュE
リC
テC
ィOコNン」テ
ス
ト

（
官

総務省
優
房
勝
長
）を
チ

官
受
ー

表
け
ム

彰
る
。

N（C AY TB IE OR N
A）E L
 K
3I
1D
8E

N

受
賞
者
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で
B

多
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ッ
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来

な
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プ
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E
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ど
レ

で

皆
れ

で
ベ

提

さ
ま

若
ル

ま
し
供
者
を

に
た
す

目
を

支
。
る

指
支

え
今
給

し

ら

援
ま

後
付

れ

し
す

も
て

型
、
。

こ
C
奨
世

O
こ

D

界
学

ま
E 

ま

こ

え
光

発
ら

す

の

信

栄
れ

。

た

に

に
る

あ

び

よ

存
よ

り
り

は

う
じ

が
一
、
ま
選

と
層

す
研

う

定

ご
力

。
究

い

ざ
を

ご
開

た

い
入

期
発

だ

ま
れ

き

し

待
・
て
た

大

情
に

参
。

変

報
応

りを
と

ご
に

名
ざ

発
磨
、

誉
い

き
展

今

あ
ま

続
に

る

後
す

け
精

賞

も
。
を

、
進

サ
今
賜

し

イ
一

回

て

り

バ
層

誠

参

の
ー
の
り

に

セ
受

安
ま

キ

あ
賞

す

り

全
ュ
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リ

が
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自
然
と
文
化
が

調
和
し
た
暮
ら
し
が

息
づ
く
陶
器
の
里

あま

雨
まき

巻
さん

山
町の最高峰で「山
頂に雲がかかる
と雨が降る」と
言われる。日光
連山や富士山を
望める。

のぼ

登り
がま

窯
斜面の窯を連続し
て築いたもの。平
成27年2月、濱田
庄司の登り窯を約
40年ぶりに復活。

旧
はま

濱田
だ しょう

庄司
じ てい

邸
「益子陶芸美術館／
陶芸メッセ・益子」
の敷地に移築され
た濱田庄司のかや
ぶきの旧宅。

大
地
に
生
き
、

日
常
に
結
び
つ
い
た
美
を

創
り
出
し
て
き
た
町

た
道
具
の
中
に
「
用
の
美
」
を
見

出
そ
う
と
す
る
民
芸
運
動
で
す
。

暮
ら
し
に
美
を
求
め
る
文
化
は

　
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、
町
内
で
は
4
0
0
人
も
の

陶
芸
家
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
町

に
は
、「
益
子
陶
芸
美
術
館
・
陶

芸
メ
ッ
セ
」
や
「
益
子
焼
窯
元
共

販
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
の
関
連
施
設

の
ほ
か
、
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の

50

城
内
坂
通
り
を
中
心
に

も
の
陶

器
店
が
あ
り
ま
す
。
洗
練
さ
れ
た

カ
フ
ェ
や
ギ
ャ
ラ
リ
ー
も
増
え
、

訪
れ
る
人
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

大
地
が
も
た
ら
し
て
く
れ
る
恵

　
み
は
陶
器
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

冬
か
ら
春
に
か
け
て
は
い
ち
ご
、

夏
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
、
秋
は
り
ん

ご
、
ぶ
ど
う
と
季
節
ご
と
の
恵
み

を
堪
能
で
き
ま
す
。

町
で
は

年
に

度
、
地
域
の
文

3

1

化
財
、
郷
土
料
理
、
自
然
・
風
景
・

風
土
と
ア
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
た

益
子
文
化
の
発
表
会
と
も
い
え
る

ひ
じ
さ
い祭
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

「
土こ

の
祭
の
運
営
な
ど
を
通
し
、

　
自
然
と
共
生
し
、
幸
せ
が
感
じ
ら

れ
る
文
化
的
な
暮
ら
し
と
い
う
生

活
ス
タ
イ
ル
を
国
内
外
に
発
信
す

る
と
共
に
「
地
域
力
」
を
向
上
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
常
の
暮
ら
し
の
中
に

美
を
求
め
る
文
化

陶
器
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ
る

　
栃
木
県
南
東
部
の
益
子
町
に
は
、

な
だ
ら
か
な
丘
陵
と
穏
や
か
な
川

が
織
り
成
す
里
山
の
風
景
が
広
が

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
で
は
江
戸
時
代
、
黒
羽

　
藩
が
奨
励
し
た
こ
と
に
よ
り
、
土

瓶
や
水
が
め
、
す
り
鉢
な
ど
陶
製

の
日
用
品
が
盛
ん
に
作
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

質
素
で
丈
夫
な
実
用
品
だ
っ

　
た
益
子
焼
の
名
を
一
躍
高
め
た
の

13

は
、
大
正

年
に
神
奈
川
か
ら
移

住
し
た
陶
芸
家
・
濱
田
庄
司
で
し

た
。
濱
田
が
け
ん
引
し
た
の
が
、

焼
物
や
染
織
、
漆
器
な
ど
手
作

業
で
作
ら
れ
、
用
途
に
結
び
つ
い

自
然
と
共
生
す
る
文
化
的
な

生
活
ス
タイ
ル
の
あ
る
町

益
子
に
は
美
し
い
自
然
が
あ
り
、

　
ひ
よ
く沃
な
大
地
が
あ
り
、
風
土
の
中

肥で
培
わ
れ
て
き
た
文
化
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
個
性
豊
か
な
「
人
財
」

も
そ
ろ
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
人
間
国
宝
の
陶
芸
家
・

　
濱
田
庄
司
先
生
や
島
岡
達
三
先
生

が
創
作
の
拠
点
と
さ
れ
た
益
子
に

は
今
も
多
く
の
芸
術
家
や
工
芸
作

家
が
集
い
、
陶
器
の
益
子
焼
を
は

じ
め
、
染
物
、
木
工
な
ど
の
創
作

に
打
ち
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
方
々
の
協
力
も
得
て
、
益
子

益子町長
大塚朋之

取材・文／下境敏弘　撮影／島 誠

陶器市
ゴールデンウイークと
11月初旬に開催され
る。500ものテントも
張られ、益子焼の日用
品や美術品が並ぶ。

益子町

栃木県

茨城県

埼玉県

福島県

群
馬
県

新
潟
県ビルマ汁

田町地区発祥の、夏の家庭料理の定番
メニュー。地元の野菜の甘さにカレーの
風味が食欲をそそる。

いちご団地
北関東最大規模の100棟のハウスで、と
ちおとめが時間無制限・食べ放題。JA
はが野が運営する。

手筒花火
直径20センチ、長さ80センチの筒を抱
えて7メートルの火の粉を噴き上げる。
地元の有志「下野手筒会」が7月に行う。

フォレスト益子
県立自然公園「益子の森」にある町の
総合施設。展示室や研修室を備え、宿
泊施設「フォレストイン益子」を併設。

陶芸教室
多くの窯元が陶芸教室を開催している。粘土を器の
形にする手びねりやろくろ、絵付けを体験できる。

益子町 DATA
人口：2万2,631人（2018年2月1日現在）
面積：89.4㎢
町の木：アカマツ
町の花：ヤマユリ
町の鳥：ウグイス
役場所在地：栃木県芳賀郡益子町大字益子
2030

栃
木
県

栃
木
県

【【

】 

益
町
子

まま
しし
こ
ま
こ
ま
ちち

】 

益
町
子
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３
年
に

度
開
催
さ
れ
る
土
祭

1

　
で
は
、
町
内
の
各
所
で
陶
器
や
彫

刻
、
木
工
な
ど
の
作
品
の
展
示
、

郷
土
芸
能
、
演
奏
会
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。
観
光
客
の

誘
致
や
町
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上

と
い
っ
た
効
果
の
ほ
か
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
活
性
化
と
い
う
成
果
も

得
ら
れ
て
い
ま
す
。

回
を
重
ね
る
中
、
住
民
の
参
加

　
意
識
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
運
営
に
関
わ
る
チ
ー
ム
の
結

束
力
が
強
ま
り
、
よ
り
主
体
的
に

取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
の
で
す
。

15

第

回
土
祭
は
今
年

月

日

4

9

　

30

（
土
）
か
ら

日
（
日
）
に
、
町

民
主
導
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

21

益
子
町
は
平
成

年
に
開
か
れ

　
た
「
ま
し
こ
花
の
博
覧
会
」
を
き

っ
か
け
と
す
る
「
ま
し
こ
花
の
ま

ち
づ
く
り
事
業
」
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
事
業
の
一
環
と
し
て
、

休
耕
田
を
利
用
し
た
東
京
ド
ー
ム

個
分
も
の
土
地
を
舞
台
に

月

3

810

に
は
「
ひ
ま
わ
り
祭
り
」、

月

に
は
「
コ
ス
モ
ス
祭
り
」
が
行
わ

れ
ま
す
。
公
共
施
設
を
マ
リ
ー
ゴ

ー
ル
ド
と
ビ
オ
ラ
各

万
株
で
飾

1

る
「
花
い
っ
ぱ
い
運
動
」
も
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。

事
業
で
用
い
る
花
の
苗
の
栽
培

　
や
植
え
つ
け
、
管
理
な
ど
作
業
に

当
た
る
の
は
、
営
農
組
合
や
「
ま

し
こ
花
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員

会
」
が
募
集
し
た
「
ま
し
こ
フ
ラ

ワ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
皆
さ
ん

で
す
。

一
年
を
通
し
て
花
に
包
ま
れ
た

　
町
に
す
る
こ
と
で
、
住
民
が
心
豊

か
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
、

訪
れ
る
人
を
お
も
て
な
し
し
よ
う

―
土
が
あ
っ
て
こ
そ
名
物
の
益
子

焼
を
創
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
農

作
物
を
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
―

こ
う
し
た
思
い
を
込
め
て
古
い

　
言
葉
で
土
を
意
味
す
る
「
ひ
じ
」

の
名
が
付
け
ら
れ
た
祭
り「
土
祭
」21

が
、
益
子
町
主
導
の
下
、
平
成

年
に
新
た
に
始
ま
り
ま
し
た
。
益

子
町
を
「
土
の
町
」
と
位
置
付
け

て
、
自
分
た
ち
が
暮
ら
す
風
土
や

先
人
の
知
恵
に
感
謝
し
、「
こ
の

町
で
暮
ら
す
幸
せ
と
意
味
」
を
住

民
が
共
有
し
て
、
未
来
に
つ
な
ぐ

た
め
の
祭
り
で
す
。

の益子町
取組 1

地元の食材を用いたメニューが益子焼の器で
提供される「夕焼けバー」。

第1回の土祭で大塚さんたちが3,000体制作、展示した
素焼きの土人形。

外国人アーティストとの交流

滞在して創作してもらう
益子国際工芸交流事業

町営の益子陶芸美術館は平成26年から「益子国際工芸
交流事業」を実施しています。アーティストを招き、滞在し
て制作を行ってもらう「アーティスト・イン・レジデンス」と呼
ばれる事業で、これまでに英国やデンマーク、ブラジルのアー
ティスト9人が町を訪れています。滞在アーティストと地元の
方々の交流が深まるとともに、益子町の工芸の価値が国内
外で共有されることが期待できる事業です。

益子国際工芸交流事業を
担当する益子陶芸美術館
の月村真由美さん。

益子国際工芸交流館は益子産の
芦沼石を使用した赤瓦の建物。

実行委員会の副会長を務
める益子焼協同組合の専
務理事・大塚一弘さん。

知
る
人
ぞ
知
る
地
域
の
風
景
や

史
跡
に
光
を
当
て
る

〈
ま
し
こ
世
間
遺
産
〉

ひ
ま
わ
り
や
コ
ス
モ
ス
で
大
地
を

埋
め
尽
く
す
祭
り
な
ど
を
実
施

〈
ま
し
こ
花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
〉

の益子町
取組 2

「
つな

綱
 じん

神
 

社
じゃ

太
 だい

々
 だい

神
 かぐ

楽
 ら

」鎌倉時代に創建され
た綱神社の秋の例大祭で奉納される。写
真は「五行の舞」。

ひまわり祭りに
向けて、種まき
の作業に取り組
むフラワーボラ
ンティア。

世
も
間 1 27

「真
おか
遺
てつ
産
どう
の
こ かい
つ
がわ
、
きょう
明
りょう
治 年に英国で製造された

岡鐵道小貝川橋梁」を背にした髙橋さん。

10日間で4万人の見物客が訪れるひまわり
祭り。眺望を楽しめるよう展望台が設置され
る。期間中、土日祝日には農産物の直売も。

江戸時代に造ら
れ、明治13年に
新町の人々が購
入した新町彫刻
屋台。祇園祭で
引き回される。

益子町の
取組 3

平成28年10月にオープンした「道の駅ましこ」。地元
の農産物や工芸品などを売るほか、益子で活動する工
芸作家の作品を展示しています。地域振興拠点施設
でもあり、「ましこのコンシェルジュ」が、観光案内の
ほか、町への移住を考える人の相談を受けます。

山と土をモチーフとした
建物。開放的な造り。

「コンシェルジュ」
の島﨑恭

く

美
み

さん。

移住希望者の相談を
受けつける道の駅

Column　道の駅のコンシェルジュ

この祭りが100年続け
られるものになるよう、
地元に根づいた催しに
していきたいですね。

土
か
ら
陶
器
を
創
り
、土
を
耕
し
て
き
た

人
々
が
土
に
感
謝
す
る
祭
典

ひ
じ
さ
い

〈
土
祭
〉

作家さんに「益
子にまた来た
い」と言って
もらえるのが
やりがいです。

と
い
う
事
業
で
す
が
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
を
活
性
化
す
る
効
果
も

表
れ
て
い
ま
す
。

国
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
西
明

　
寺
三
重
塔
や
地
蔵
院
本
堂
な
ど
、

町
に
は
古
墳
や
鎌
倉
・
室
町
時
代

の
貴
重
な
文
化
財
が
多
く
残
り
ま

す
。
し
か
し
、
身
近
に
あ
る
た
め

価
値
を
見
過
ご
し
が
ち
な
風
習
や

食
文
化
、
史
跡
も
少
な
く
な
い
と

い
う
考
え
か
ら
町
は
昨
年
度
、
こ

れ
ら
に
光
を
当
て
、
守
り
伝
え
て

い
き
た
い
風
土
・
風
景
・
風
習
・
食

文
化
な
ど
を
「
ま
し
こ
世
間
遺

産
」
に
認
定
す
る
事
業
を
始
め
ま

し
た
。

住
民
や
町
文
化
財
保
護
審
議
会

　

委
員
が
構
成
す
る
「
ま
し
こ
検
定・

世
間
遺
産
実
行
委
員
会
」
が
今
年

11

度
上
期
、
第
一
弾
と
し
て

件
を

認
定
し
て
お
り
、
今
後
約
3
年
間

44

で
さ
ら
に

件
認
定
す
る
計
画
で

す
。
認
定
さ
れ
た
世
間
遺
産
に
つ

い
て
は
、
町
が
そ
の
環
境
整
備
費
の

一
部
を
助
成
す
る
ほ
か
、
町
内
外

に
情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

実
行
委
員
会
委
員
長
の
髙
橋
正

　
則
さ
ん
は
「
町
の
人
た
ち
に
郷
土

の
文
化
財
を
見
直
す
き
っ
か
け
に

し
て
も
ら
い
た
い
」
と
言
い
ま
す
。

小
お  や

宅
け

古墳群の
周辺では地元の
有志が200本の
桜を植え、菜の
花畑を管理して
きた。

平成11年に「関東の駅100選」に選定
された益子駅。2つの塔を持つ町のシンボ
ル的な存在。
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総務省の主な取組

スマホの過度な使用による日常生活への支障

心のよりどころだったＳＮＳ上の知人による誘い出し

● 話し合いによる家庭でのルールづくりの推奨
● 積極的なフィルタリングの利用に係る
　取組の推進
● 学校や地域団体などとの連携による
　リテラシーの向上

ご存知ですか？ 郵便貯金の払戻しには
期限があります。ご家族にもご確認ください。

MIC NEWS 01MIC NEWS 02

あんしんネット
冬休み・新学期一斉緊急行動

【対象】小中高生（小学校３年生以上）・保護
者・教職員など。
【講座内容】ネット依存、ネットいじめ、ネット誘
引（誘い出し・なりすまし）、ネット詐欺などのト
ラブル事例を用いた、予防と対応策に係るもの。
スマートフォンなどに係るフィルタリングの説明に
特化した講座（e-ネットキャラバンPlus）も実
施しています。

用
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
心
・
安
全
な
利

手
に
す
る
季
節
。
こ
の
機
会
に
親
子
で

年
が
初
め
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を

　

春
は
進
学
や
新
入
学
で
多
く
の
青
少

ま
す
。

発
活
動
な
ど
を
集
中
的
に
実
施
し
て
い

シ
ー
の
向
上
に
一
層
重
点
を
置
い
た
啓

利
用
促
進
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ

連
携
・
協
力
し
、
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
の

ビ
ス
を
提
供
す
る
関
係
事
業
者
な
ど
と

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
機
器
や
サ
ー

斉
緊
急
行
動
」
と
し
て
、
関
係
府
省
庁

　

ん
し
ん
ネ
ッ
ト

冬
休
み
・
新
学
期
一

　

総
務
省
で
は
、
昨
年

月
よ
り
、「
あ

12

お問い合わせ先は、郵便局の貯金窓口、ゆうちょ銀行の店舗、または下記まで

●ゆうちょコールセンター  0120-108240（通話料無料）

●独立行政法人  郵便貯金・簡易生命保険管理機構
URL http://www.yuchokampo.go.jp/topics/attent.html

平日／ 8：30～ 21：00、土・日・休日・12月31日～ 1月3日／ 9：00～17：00
※ IP電話など一部ご利用いただけない場合があります。
※お電話では郵便貯金に関する個別の状況はお答えできません。

に
払
戻
し
の
手
続
を
お
取
り
く
だ
さ
い
。

ご
確
認
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
お
早
め

に
な
い
か
、
ご
家
族
の
分
も
あ
わ
せ
て

貯
金
証
書
や
通
帳
が
ご
自
宅
や
ご
実
家

　

こ
の
機
会
に
、
満
期
を
過
ぎ
た
郵
便

（
注
２
）。

な
く
な
り
ま
す

か
月
経
つ
と
払
戻
し
が
受
け
ら
れ

2 貯
金
法
の
規
定
に
よ
り
、
満
期
後

年
20

積
立
郵
便
貯
金
（
注
１
）
は
、
旧
郵
便

額
郵
便
貯
金
、
定
期
郵
便
貯
金
お
よ
び

知
で
し
ょ
う
か
。
郵
政
民
営
化
前
の
定

払
戻
し
に
は
期
限
が
あ
る
こ
と
を
ご
存

　

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
ら
の
郵
便
貯
金
の

。

満
期
を
過
ぎ
て
い
ま
す

郵
便
貯
金
お
よ
び
積
立
郵
便
貯
金
は
、

だ
い
た
全
て
の
定
額
郵
便
貯
金
、
定
期

日
ま
で
）
に
郵
便
局
に
お
預
け
い
た

30 郵
政
民
営
化
よ
り
前
（
平
成

年

月

19

9

月
の
時
点
で

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

10

　

郵
政
事
業
が
民
営
化
さ
れ
、
昨
年
10

（注1）郵政民営化前の定額郵便貯
金、定期郵便貯金および積
立郵便貯金は、日本郵政公
社から独立行政法人郵便貯
金・簡易生命保険管理機構
に承継されています。同機構
では、株式会社ゆうちょ銀行
に委託の上、当該貯金の管
理などを行っています。

（注2）平成19年10月1日以降に郵
便局にお預けいただいた貯金
は、対象外です。

総務省　トラブル事例集

これらの事例の予防と対策法やその他の事例について紹介しているインターネットトラブル
事例集は、総務省のホームページからダウンロードいただけます。

開
催
し
て
い
ま
す
。

し
て
全
国
に
無
料
で
講
師
を
派
遣
し
て

団
体
と
総
務
省
・
文
部
科
学
省
が
協
力

講
座
を
、情
報
通
信
分
野
な
ど
の
企
業
・

適
切
に
対
応
可
能
と
す
る
た
め
の
出
前

の
「
影
」
の
部
分
の
存
在
も
理
解
し
、

な
利
用
を
目
的
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

青
少
年
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全

●

ネ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン

e-

方
法
で
ご
活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

発
用
（
広
報
誌
掲
載
）
な
ど
、
様
々
な

談
窓
口
で
の
相
談
対
応
、
住
民
へ
の
啓

い
て
、
教
職
員
研
修
、
保
護
者
会
、
相

費
生
活
セ
ン
タ
ー
、
自
治
体
な
ど
に
お

　

教
職
員
研
修
セ
ン
タ
ー
、
学
校
、
消

紹
介
し
て
い
ま
す
。

げ
、
そ
の
予
防
や
対
処
法
を
ま
と
め
て

利
用
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
事
例
を
取
り
上

　

実
際
に
起
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

平
成

年
度
版（
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

29

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ト
ラ
ブ
ル
事
例
集

そのまま連絡が
つかなくなってしまった

寝る時間だけど、
あと少しだけ

遅刻や居眠りを
するようになって
しまった

DMで仲良くなって
家に呼び出そう！

悩みもグチも親身に
聞いてくれる優しい人。
一度会って話が
したい…

これらの郵便貯金を
お持ちでは
ないですか？
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引っ越したら住民票を移しましょう！

MIC NEWS 03

ま
し
ょ
う
。

情
報
で
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
を
し

簿
へ
の
登
録
な
ど
に
つ
な
が
る
大
切
な

こ
う
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
や
選
挙
人
名

市
区
町
村
が
担
っ
て
お
り
、
住
民
票
は

園
の
整
備
な
ど
の
役
割
は
住
ん
で
い
る

　

上
下
水
道
や
ゴ
ミ
処
理
、
道
路
・
公

手
続
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

本
台
帳
法
に
基
づ
き
、
転
出
・
転
入
の

　

住
所
の
異
動
が
あ
る
方
は
、
住
民
基

ア
パ
ー
ト
な
ど
が
住
所
地
に
な
り
ま
す
。

の
場
合
、
原
則
、
現
在
住
ん
で
い
る
寮
・

　

進
学
や
就
職
な
ど
で
転
出
さ
れ
た
方

MIC NEWS 04

　

こ
れ
ら
の
火
災
に
よ
る
犠
牲
者
を
減

全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

宅
火
災
に
よ
る
死
者
数
は
9
8
7
人
と

 

数
は
1
4
5
2
人
で
、
こ
の
う
ち
、
住

　

平
成

年
中
の
火
災
に
よ
る
総
死
者

28

住
宅
火
災
の
犠
牲
に

毎
年
千
人
近
く
の
方
が

※不在者投票は、仕事や旅行などで、選挙期間中、現住所地以外の市区町村に滞在している方も、
滞在先の市区町村の選挙管理委員会で行うことができます。

● 詳しくは市区町村の選挙管理委員会にお問い合わせください。

平成30年3月1日（木）⇨7日（水）
春季全国火災予防運動を実施します！

い
ま
す
。

重
点
目
標
と
し
て
実
施
要
綱
に
定
め
て

る
「
住
宅
防
火
対
策
の
推
進
」
な
ど
を

注
意
喚
起
広
報
の
実
施
を
は
じ
め
と
す

交
換
の
推
進
や
、
た
ば
こ
火
災
に
係
る

経
年
劣
化
し
た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

警
報
器
の
設
置
の
徹
底
、
電
池
切
れ
、

の
火
災
予
防
運
動
で
は
、
住
宅
用
火
災

災
予
防
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
今
回

を
除
く
。）の

日
間
、「
春
季
全
国
火

7

（
木
）か
ら

日（
水
）ま
で（
一
部
地
域

7

　

消
防
庁
で
は
、
今
年
も

月

日

3

1

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

り
が
生
活
の
中
で
防
火
意
識
を
高
め

ら
す
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら
一
人
ひ
と

ま
す
！
：
不
在
者
投
票
制
度
を
活
用
で
き

A は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
？

：
旧
住
所
地
に
行
け
な
い
場
合

Q き
ま
せ
ん
。

都
道
府
県
ま
た
は
市
区
町
村
の
選
挙
の
投
票
は
で

当
該
市
区
町
村
の
区
域
外
に
転
出
し
た
方
は
当
該

県
の
区
域
外
に
、
市
区
町
村
の
選
挙
に
お
い
て
は
、

※
都
道
府
県
の
選
挙
に
お
い
て
は
、
当
該
都
道
府

ば
、
旧
住
所
地
で
投
票
で
き
ま
す
！

に

か
月
以
上
住
ん
で
い
た
の
で
あ
れ

3 ：
引
越
し
前
の
住
所
（
旧
住
所
地
）

A な
い
の
？

に
選
挙
が
あ
る
と
き
、
投
票
で
き

：
引
っ
越
し
て

か
月
経
た
ず

Q

3

要
が
あ
り
ま
す
！

投
票
で
き
ま
す
が
、
住
民
票
を
移
す
必

か
月
経
過
し
て
い
れ
ば
新
住
所
地
で

3

新
住
所
地
に
引
っ
越
し
て
か
ら

：
A ど

こ
で
投
票
で
き
る
の
？

：
引
っ
越
し
た
ら
、

Q

焼そば

多数の者が集合する催しに対する
火災予防指導などの徹底

林野火災予防対策の推進 製品火災の発生防止に
向けた取組の推進

住宅防火対策の推進 放火火災防止対策の
推進

特定防火対象物などにおける
防火安全対策の徹底

乾燥時および強風時の
火災発生防止対策の推進

焼そば

予
防
運
動
ポ
ス
タ
ー

平
成

年
春
季
全
国
火
災

30

防
火
標
語
ポ
ス
タ
ー

平
成

年
度
全
国
統
一

29

焼そば

焼そば

平成29年度 全国統一防火標語

重点目標

火の用心  ことばを形に  習慣に

※１　住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約10年とされています。警報器の作動確認は、春秋の火災予防運動
の時期に行うなど、定期的に実施してください。

※２　故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するか、メーカーにお問合せください。なお、電池切
れと判明した警報器が設置から10年以上経過している場合は、本体内部の電子部品が劣化して火災を感知しな
くなることが考えられるため、本体の交換を推奨しています。

作動確認をしても警報器に反応
がなければ、本体の故障か電池
切れです。（※２）警報器の本
体または電池を交換しましょう。

● 定期的な作動確認

点検ボタンを押すか点検ひもをひっぱり、
定期的（※１）に作動確認をしましょう。

本体の故障か電池切れです。
（※２）警報器本体を交換しま
しょう。

● 古くなったら交換

火災警報以外の警報が鳴った場合

焼そば

焼そば住宅用火災警報器（住警器）の維持管理について

不在者投票の手続

選挙人

市
区
町
村

引
越
し
前
の

具体的な
手続は、
こちら

旧住所地の
選挙管理委員会

①投票用紙など必要書類の請求

②投票用紙など必要書類の交付

新住所地の
選挙管理委員会

③必要書類を
　持参して投票 ④新住所地の選管が投票用紙を送付

転出・転入の手続は簡単です！

転入届の提出の際には、マイナンバーの｢通知カード｣や
「マイナンバーカード（個人番号カード）」の記載事項の変更が

必要ですので、これらのカードをお持ちください！

● 転出前
転出届を提出
し、転出証明
書を受け取る

市
区
町
村

引
越
し
後
の

● 転入した日から
   14日以内
転出証明書を添えて
転入届を提出
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皆さまの声を行政の改善に生かしています
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  月
号
の
特
集
は
「
サ
イ
バ
ー
セ

今
キ
ュ
リ
テ
ィ
」。
今
や
、
誰
で
も

い
つ
で
も
ど
こ
で
も
ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ

ス
し
て
欲
し
い
情
報
を
入
手
で
き
る
時

代
で
す
が
、
対
策
を
怠
る
と
個
人
情
報

の
漏
え
い
や
デ
ー
タ
の
破
壊
、
改
ざ
ん

な
ど
の
被
害
を
受
け
る
お
そ
れ
も
あ
り

ネ
ッ
ト
機
器
の
取
扱
い
に
は
細
心
の
注

意
が
必
要
で
す
。
私
も
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ホ
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
を
入
れ

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
で
も
不
意
に
現
れ

る
警
告
画
面
に
は
ヒ
ヤ
リ
と
し
ま
す
。

ま
た
、
ネ
ッ
ト
の
サ
ー
ビ
ス
や
技
術

　
の
進
化
は
悪
い
方
向
に
も
日
進
月
歩
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ソ
フ
ト
の
更
新
速
度
が

追
い
つ
か
ず
対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
も

考
え
ら
れ
ま
す
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

は
シ
ス
テ
ム
面
だ
け
で
な
く
、
不
用
意

に
見
知
ら
ぬ
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
な

い
、
心
当
た
り
の
な
い
メ
ー
ル
に
は
反

応
し
な
い
と
い
っ
た
、「
人
間
の
対
応
」

も
重
要
で
し
ょ
う
。

仕
事
の
効
率
や
遊
び
の
幅
を
何
倍
に

　
も
広
げ
る
頼
も
し
い
「
武
器
」
で
あ
る

ネ
ッ
ト
で
す
が
、
し
っ
か
り
と
自
分
を

守
る
知
識
と
い
う
「
防
具
」
も
身
に
つ

け
て
、
ネ
ッ
ト
社
会
を
謳
歌
し
た
い
も

 

（
広
報
室

宮
崎
）

の
で
す
ね
。

　

　
　
　

、

0

野
田
総
務
大
臣
は
、
平
成

年
3

　
１
月
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
共
和
国
を
訪

問
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
国
営
放
送
局

（
P
T
V
）
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

レ
ビ
放
送
開
始
式
典
に
出
席
し
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お

　
け
る
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送

の
普
及
に
向
け
た
日
本
の
貢
献
と

今
後
の
協
力
に
つ
い
て
ア
ピ
ー
ル

し
ま
し
た
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
は
、

　

T
）
の

日
本
方
式
（
I
S
D
B-

T
/

ほ
か
、欧
州
方
式
（
D
V
B-

T
2
）、
米
国
方
式
（
A
T
S
C
）、

中
国
方
式
（
D
T
M
B
）
が
あ
り

ま
す
が
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
は
、
平
成

5

1
年

月
に
日
本
方
式
を
採
用
し
、

1

2

そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
は
、
専
門

家
の
派
遣
を
は
じ
め
と
す
る
技
術

協
力
な
ど
、
様
々
な
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

日
本
方
式
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ

　
レ
ビ
放
送
は
、
災
害
時
に
警
報
な

ど
を
発
す
る
緊
急
警
報
放
送

（
E
W
B
S
）
な
ど
の
他
方
式
に

は
な
い
機
能
が
あ
り
、
日
本
と
同

様
、
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
の
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
、
こ
の
E
W
B
S
機
能
が

高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
日
本
と
フ
ィ
リ
ピ
ン
の

　
間
に
は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

放
送
に
お
け
る
協
力
関
係
の
ほ
か
、

ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
網
の
整
備
に
関

す
る
協
力
な
ど
I
C
T
分
野
全

般
に
お
い
て
も
密
接
な
協
力
関
係

が
あ
り
ま
す
。

総
務
省
で
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
を

　
は
じ
め
と
し
た
他
の
多
く
の
国
と

も
I
C
T
分
野
に
お
け
る
関
係

強
化
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
引
き

続
き
、
日
本
企
業
の
海
外
展
開
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

編 集 後 記

世 界 に
は ば た く
総 務 省
フィリピン国営放送局（PTV）

地上デジタルテレビ放送開始式典
～ 野田総務大臣が日本方式の

地上デジタルテレビ放送をアピール ～

式典の様子

地上デジタル放送の画面

FAX 03-5253-5174 
メール kohoshi@soumu.go.jp

広報誌「総務省」についての ご意見・ご要望は
FAXまたは、電子メールでお寄せください

行
政
相
談
と
は
？

総
務
省
で
は
国
の
行
政
な
ど
に
つ
い

　
て
苦
情
や
意
見
、
要
望
を
受
け
付
け
、

公
正
・
中
立
な
立
場
か
ら
苦
情
の
解
決

や
要
望
の
実
現
を
進
め
る
と
と
も
に
、

行
政
の
制
度
や
運
営
の
改
善
に
生
か

す
「
行
政
相
談
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

行
政
相
談
の
特
色

①
幅
広
い
苦
情
に
対
応

ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
分
か
ら
な

　
い
問
題
や
、
複
数
の
機
関
が
関
係
し
、

連
絡
調
整
が
必
要
な
問
題
に
つ
い
て
も

適
切
に
対
処
し
ま
す
。

②
難
し
い
手
続
は
不
要

ど
の
地
域
の
問
題
で
も
、
お
近
く
の

　
相
談
窓
口
で
、
電
話
、
面
談
、
手
紙
な

ど
簡
単
な
手
段
で
受
け
付
け
て
お
り
、

素
早
く
解
決
を
図
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

行
政
苦
情
救
済
推
進
会
議

　

行
政
相
談
に
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
な
ど

　
の
中
に
は
、
法
令
を
改
正
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
な
ど
、
す
ぐ
に
解
決
す
る
こ

と
が
難
し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
問
題
は
、
民
間
有
識
者
か
ら
な

る
「
行
政
苦
情
救
済
推
進
会
議
」
の
意

見
を
聞
い
て
、
国
民
の
立
場
に
立
っ
た

改
善
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

例えばこのように改善されました！

困ったら一人で悩まず行政相談

・電話による相談　行政苦情110番　0570-090110（全国共通番号）

・インターネットによる相談　
   メールフォームからご相談いただけます。　　　

・面談、手紙、FAXでも受け付けています！
  受付窓口はこちらをご参照ください。

　

行政に関するお困りごとがございましたら、行政相談をご利用ください！

期日前投票期間
相談内容

11日間

4日間

11日間

公示日翌日 投票日前日総選挙

国民審査

改
善
後

　衆議院議員総選挙の期日前
投票期間と最高裁判所裁判官
国民審査の期日前投票期間が
異なることから、総選挙と国民
審査の期日前投票期間を統一
してほしい。

改善内容

平成28年12月、最高裁判所
裁判官国民審査法が改正され、
原則として国民審査の期日前投
票期間が衆議院議員総選挙の
期日前投票期間と同一とされた
（平成29年1月施行）。
※ 国民審査の対象となる裁判官を予定の段
階で通知し、投票用紙の作成を可能とした。

7日間
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